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コンクリートの中性化予測に関する日中比較　

日本も中国も、コンクリート構造物を含む

歴史的建造物の数量は増加し続けている

日本

1928年  
内田　祥三・濱田　稔
「鋼及びコンクリートの

耐久試験」
t則の提案

1953年
日本建築学会「JASS 5」
中性化の概念が導入

2016年
日本建築学会

「鉄筋コンクリート造建築
物の耐久設計施工指針」

1960年代
コンクリートの中性化に

関する研究は開始

1990年代
𝑡則が導入

2019年
中国住宅都市農村建設部
「既設コンクリート構造物

の耐久性の評定標準」
（以下「施工指針」と略称） （以下「評定標準」と略称）

中国

日本の
「施工指針」

a0=yi/ t0
a0:中性化速度係数(mm/ 年)
yi:中性化深さの実測値(mm)
t0:調査時点の材齢(年)

中
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k=xc/ t0
k :中性化速度係数(mm/ 年)
xc:中性化深さの実測値(mm)
t0:調査時点の材齢(年)

中性化深さの測定データがある場合：

k :中性化速度係数(mm/ 年)　KCO2:CO2濃度影響係数　Kkl:位置影響係数
Kkt:打設面影響係数　Kks:応力状態影響係数　KF:フライアッシュ置換量影響係数
T:環境温度(℃)　RH:環境湿度　fcu,e:コンクリート圧縮強度推定値(MPa)

a=k·α1·α2·α3·β1·β2·β3
a:中性化速度係数(mm/ 年)　k:中性化速度係数に関する定数
α1:コンクリートの種類（骨材種類）による係数　
α2:セメントの種類による係数
α3:調合（水セメント比）による係数
β1:気温による係数　β2:湿度による係数　β3:CO2濃度による係数

k=3·KCO2·Kkl·Kkt·Kks·KF·T0.25·RH1.5·(1−RH)·(58/fcu,e−0.76)

両国もRC構造物の耐久性を
評価することが重要になる

耐久性に影響を
及ばす要因の1つ

鉄筋
腐食

本研究では、中性化に着目して、日本と中国における
中性化進行予測手法の比較を通じて検討を行った。

中国の
「評定標準」

日本の
「施工指針」

中国の
「評定標準」

中性化速度
係数の算出
方法は違い

影響要因
日本の

「施工指針」
中国の

「評定標準」

中性化速度係数に関する定数 17.2 3

コンクリートの種類
(骨材の種類)による影響

○ ×

セメントの種類による影響 ○ △(fly ash only)

調合(水セメント比)による影響 ○ ×

圧縮強度による影響 × 〇

温度による影響 ○ ○

湿度による影響 ○ ○

CO2濃度による影響 ○ ○

部材位置による影響 × ○

打設面による影響 × 〇

応力条件による影響 × 〇

日
本
の
み

日
中
共
通

中
国
の
み

日中間の中性化速度係数に考慮されている影響要因の比較

測定データがない場合：

計算項目 日本の「施工指針」 中国の「評定標準」

中性化速度係数に関する定数 17.2 3
コンクリート種類による影響 普通：1.0 －

セメントの種類による影響 普通：1.0 0%：1.0
調合による影響 60%：0.22 －

圧縮強度による影響 － 30N/mm2：1.17
温度による影響 16.2℃：0.99 16.2℃：2.01
湿度による影響 68%：0.88 68%:：0.18

CO2濃度による影響 屋内：1.41 屋内(普通)：1.65
部材位置による影響 － 非角部：1.0
打設面による影響 － 非打設面：1.0
応力条件による影響 － 応力なし：1.0

算出結果(mm/ 年) 4.71 2.09

共通係数の比較 算出例

中性化速度係数中性化予測方法

研究背景

0℃では中性化
が進行しない

ピーク62%ピーク38%

＞

日本41年 中国207年

かぶり厚さ30mmの時
中性化は鉄筋まで到達する年数

中
性
化
進
行
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測

まとめ
・中性化予測には、日中の双方で t則が用いられており、中性化速度係数の算出式では、
 共通：日中ともに調和強度・温度・湿度・CO₂濃度を考慮。
 差異：日本は材料（骨材・セメント種類）、中国は部材や施工条件を重視。
・定数項における大きな差異が要因の1つとなり、日本の結果は中国より大きくなる。


